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１．目的 

電動アシスト自転車の機構を研究し、弱点であ

る『価格』、『軽量化』、『走行距離』をどう改善する

か研究を行います。 
 

２．電動アシスト自転車とは 

１９９３年にヤマハ発電機が最初に電動アシスト

自転車を開発しました。 

電動アシスト自転車はバッテリーでモーターを回し、

人力を補助する自転車です。 

道路交通法により人力と動力の補助の比率は最

大 1対 1の 50%（走行速度が時速 15km未満のと

き）となっています。また時速 15km以上時速 24km

未満の速度では、速くなるにつれ補助比率が下が

り、時速 24km以上では補助はなくなります。 

 

３． 駆動方式 

アシストユニットの駆動方式は直接後輪で駆動さ

せる後輪駆動や、ハブモータと後輪は人力による駆

動で駆動する前輪駆動の方式があります。 

図１のアシストユニットは、ペダル駆動といいチェ

ーンによって後輪を駆動させる駆動方式です。 

発電機能が搭載している電動アシスト自転車は、

下り坂などでブレーキを作動させると、発電機に切

り替わり、蓄電池（バッテリー）を充電しながら走る

電動補助自転車もあります。 

図１.アシストユニット 

 
図２．モーター部分 

 

４．動力伝達の流れ 

ペダルの踏む力や回転数などをセンサーで検

出して状況に応じて搭載しているモーターによりペ

ダルの踏力を低減させます。 

 
図３．アシスト構成 

 

５．市販されている電動アシスト自転車 

現在市販されているアシスト自転車の基本的な

性能は、どの会社と比較してもあまり変わりません。

アシスト自転車は法律上、アシストの強さが制限さ

れているため馬力競争がなくなります。 

 

表１．各社の比較 
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［km］

バッテリー

(Ah/V)
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７９８００ ２２．５ ２１ ３２ ５５ ３．１/２４
７９８００ ２２．７ ２６ ３２ ４３ ３/２６

 

６．まとめ 

今回の研究で電動アシスト自転車の機構につい

て理解できました。そして弱点である『価格』、『軽

量化』、『走行距離』は回生充電機能の有効利用

により改善出来ると思います。 
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この部分にモーター

が隠れている。 


